
ユ
ウ
ド
ウ

制
説
。

錐
道

-
フ
カ
ン
ユ
ウ
ド
ウ

制E
B揖

ユ
ウ
ト
ン

明
町
一
雄
政
。

ユ
ウ
ネ
ン
ア
ン
論
念
庵

て
、
国
民
宗
東
振
に
邸
す
る
。

ユ
ウ
ネ
ン

ジ

涌
怠
寺

味
洲
市
松
彼
に
在
っ
た
o

w制
宗
に
邸
L
、
永
徳
一花
年
同
凶
前刷
寺
二
代
物
先
の
制

止
し
た
所
で
あ
る
が
、
今
は
川
県
い
。

ユ
ウ
ヒ
カ
ン

雄
飛
舘
↓
ソ
ウ
コ
ウ
カ
ン
川

崎
明

m。
ユ
ウ
ピ
カ
ン
有
備
館
大
型
寺
務
に
於
い
て
、

安
政
四
年
六
且
入
日
従
来
の
附
間
町
内
の
槍
術
・
剣

術
等
の
稽
古
所
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
帥
m
叫

ん
戎
が
泊
立
に
訟
を
立
て
、
郎
じ
し
て
の
定
則
は
な
か

っ
た
。エ

ウ
へ
イ

日
袋
。ユ

ウ
ホ

日。
合
計

↓
ミ
ヨ
ウ
ド
ウ
ユ
ウ
ト
ン

m
羽
咋
川
午
前
に
在
つ

'"た也.
平

』
プ
ト
ウ
ー
ピ
ツ
タ
イ

布市
補

J
セ
ツ
ソ
ウ

コ
ウ

ホ

ソJ

慾
拍

ユ
ウ
ξ
ヨ
ウ
ジ

港
明
寺

珠
洲
郡
川
初
出
帆
に
あ
っ

た
。
能
積
誌
に
、
『
別
別
組
村
の
政
経
に
越
川
明
寺
と
て

風
mp
の
小
応
あ
り
。
古
寺
の
跡
に
て
、
今
町
山
術
枇
あ

り。
』
と
す
る
が
、
佐
際
氏
飯
紀
に
は

『刊
川
越
に
滋
明

寺
と
い
ふ
宙
寺
の
跡
あ
り
。
磁
に
風
奴
の
小
ね
あ
。
。

稲
荷
の
枇
あ
り
。
』
と
見
え
る
か
ら
、
寺
跡
位
加
引
い論
島

に
在
っ
た
の
で
は
な
い
。

ユ
ウ
ミ
ン

溢
民

前
川
制
紀
の
初
枇
、
一
山
同
町

旋
を
遊
民
と
い
う
た
。
十
二
加
御
定
誌
に
、『
御
領
凶

中
百
姓
巾
共
外
遊
民
』
な
ど
h

あ
る
の
は
そ
れ
で
あ

る。

m桜
で
も
遊
民
で
も
、
尺
寸
の
土
地
を
有
せ
ざ

る
も
の
L
務
で
、
た
と
ひ
二
升
一
両
で
も
所
有
し
て
町

れ
ば
、
百
姓
を
以
て
越
せ
ら
れ
る
。
遊
民
の
艇
は
必

ユ
ウ
ーl
ユ
キ

~f 
lヨ

治
の
同
引
か
ら
初
。
、
一
苅
品
開
三
年
七
且
五
日
の
令
に
よ

っ
て
再
び
附
採
に
復
し
た
。

ユ
ウ
一
フ

湯
浦

m
羽
咋
郡
に
在
っ
た
。
紳
悶
妙
に

能
税
同
い
出
来
御
厨
揚
油
と
見
え
る
が
、
今
そ
の
地
名

を
存
せ
ぬ
。

ユ
ウ
ラ
ホ

湯
浦
保

承
久
三
年
注
地
の
能
B
H
捌

m取
引
飯
山
ぬ
加
に
束
掛
川
州
保
・市
場
捕
保
が
あ
る
。

今
の
利
品川附

-4
の
こ
と
で
は
あ
ら
う
が
、
骨
川
町
田
制

J

捕
と
い
う
た
の
か
、
叉
は
稲
川
の
烈
お
か
明
ら
か
で

な
い
。ユ

ウ
リ
ュ
ウ
マ
ル

猶
龍
丸

加
到
滞
の
汽
船
。

建
治
年
代
不
祥
。
限
名
ユ

y
デ
イ
ン
。
銭
製
、
長
さ

=
一
十
二
間
三
尺
制
凶
間
二
尺
。
山
内
均
一
官
円
。
噸
敏
三

百
十
八
。
明
治
川
年
九
且
日
記
附
に
於
い
て
之
を
川
出
入

し
た
。

凶
閃
氏
。
前
間
利
家
の
能
管
に
入
凶
の
際
馳
走
し
た

服
に
よ
り
、
天
正
十
年
八

H
扶
待
問
拾
引
侠
を
似
は

り
、
そ
の
後
十
村
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
十
村
の
取

は
四
代
目
行
長
ま
で
山
々
相
側
へ
た
が
、
承
服
三
年

に
之
を
除
か
れ
、
点
平
元
年
病
死
の
後
、
子
孫
山
組

に
任
ぜ
ら
れ
た
。

ユ
キ
ノ
ア
ケ
ボ
ノ

雲
の
あ
け
ぼ
の

一
断
。
能

常
黒
島
の
俳
人
税
弁
の
話
。
そ
の
父
玖
ト
の

『
嶋
よ

る
と
見
れ
ば
み
だ
る
L

街
か
な
』
を
震
勾
に
し
た
立

政
十
年
十
二
且
十
四
日
夜
興
行
の
欣
仙
が
級
せ
ら

れ
、
そ
の
十
七
日
に
残
し
た
玖
卜
に
射
す
る
追
悼
句

が
列
ね
て
あ
る
。
毅
弁
の
自
序
が
あ
り
、
巻
末
に
立

政
十
二
年
巾
十
且
獅
子
関
と
あ
る
。

ユ
キ
ノ
コ
ヱ

溢
き
の
こ
ゑ

二
加
。
小
松
の
仙

人
凡
夫
若
。
安
永
九
陵
子
各
俄
陪
凡
夫
序
。
巻
町
に

将
民
・凡
夫
・将
人
三
人
が
那
谷
守
に
欝
精
し
た
自
生

山
谷
見
の
記
を
掲
げ
、
諮
問
山
の
紀
行
及
び
四
時
の
風

物
に
関
す
る
波
句
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
刊
記
は

釧
m

し
。ユ

キ
ノ
シ
ラ
カ
ハ

雲
白
河

二
加
。
業
抽
出
の
例

入
路
丸
山
到
。
手
保
サ
二
年
四
且
京
師
問
屋
治
共
術
板
。

若
者
が
奥
州
に
行
脚
し
た
時
の
紀
行
で
、
加
到
で
は

大
正
持
・山
中
・
小
松
・本
音
・訟
任
・
金
保
、
能
背
で

は
今
滋
・
七
路
で
風
交
し
て
時
る
。

ユ
キ
/
プ
行
延

珠
洲
郡
木
郎
郷
に
臨
す
る
部

町田。
ユ
キ
ノ
プ
ジ
ヨ
ウ
行
延
城

珠

洲

部
行
廷
に
在

っ
た
。
一
に
せ
い
つ
き
の
城
と
も
い
ふ
。
越
殺
到
一
一
一

州
士
山
故
櫨
考
に
、『せ
い
つ
き
の
城
、
木
郎
郷
行
延
村

簡
に
在
。
。
叫
盟
主
無
川
問
。
』
と
い
ひ
、
能
殺
誌
に
は
、

『
脊
綴
と
い
ふ
城
跡
あ
り
。
そ
の
城
主
の
筋
目
の
者

と
て
、
五
郎
左
衛
門
と
い
ふ
百
姓
あ
り
。
』
と
記
す

旬。。

ユ
キ
ハ
シ

零
時
拍
白
山
山
巾
に
在
っ
て
、
一剛
山

制
約
時
す
る
町
、
各
且
同
制
叫
白
川
出
航
し
て
初
問
中
一刷出
め
る

が
、
初
宮
古
水
託
制
聞
し
て
叩
誌
を
穿
ち
、
同
町
夏
に
↑
主

る
時
は
水
町
的
ち
て
蹴
然
一
大
制
門
を
な
L
、
上
下
皆

行
〈
を
得
る
。
若
L
3
少
さ
年
に
は
駄
に
来
っ
て
初

め
て
断
訴
す
る
。
是
を
ψ

当
時
制
と
名
づ
け
る
。

ユ
キ
マ
サ
幸
昌
加
引
の
万
工
。
初
代
幸
日
は

初
代
五
郎
助
粂
裂
の
二
子
。
泊
桝
木
F
抗
郎
右
衛
門
。

茂
右
衛
門
信
友
に
技
を
尽
ん
だ
。
加
州
他
陣
原
幸
日

承
路
三
年
入
且
日
と
切
っ
た
も
の
が
、
前
川
利
院
の

越
巾
開
抑
制
苛
山
川
巡
刀
の
巾
に
あ
る
。
此
治
三
年
間
問
。

二
代
幸
邑
は
泊
抑
制
加
兵
衛
、
延
一
凸
六
年
授
。
=
一
代
幸

昌
は
泌
総
限
右
衛
門
、
日r
保
切
。
四
代
品
半
島
も
泊
都

際
右
術
門
、
資
料
断
。
五
代
幸
邑
は
沼
桝
入
太
夫
、

天
明
頃
。
六
代
幸
呂
は
泡
都
際
右
衛
門
、
文
政
頃
で

あ
る
。ユ

キ
マ
ド

雲
窓

白
山
山
鎚
地
方
で
は
、
泣
く

山
中
に
人
っ
て
川
作
を
な
し
、
終
各
回
ら
ぬ
も
の
が

あ
る
。
白
山
遊
関
例
記
に
い
ふ
。

引
の
怖
に
降
ら
ん

と
す
る
問
、
竹
竿
長
さ
一
一
一
一
一丈
の
も
の
を
畑
忽
の
上

に
武
て
る
が
、
附
れ
る
頃
は
円
叫
に
阪
を
閉
め
る。

依
っ
て
そ
の
竿
を
除
く
時
は
、
総
か
に
一
応
阪
を
得

て
飢
是
よ
り
聞
で
、
悩
う
て
川
，つ
れ
ば
郎
、っ
て
捌
く

な
る
。
之
を
い
日
窓
と
い
中
。
し
か
し
1
4
H

の
探
く
な
る

時
は
当
窓
に
よ
っ
て
例
を
別
〈
能
は
ず
、
遂
に
長
夜

と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
般
に
最
も
縫
を
琵
ん
ず
ろ
が
、

佐
政
之
を
失
う
て
閤
家
死
を
致
し
た
も
の
が
あ
る

と
。
計
総
は
叩
訴
を
泊
じ
て
知
た
れ
た
煩
突
で
も
あ

り
、
明
か
り
窓
で
も
あ
る
。

ユ
キ
ミ
ツ
行
光

加
犯
の
万
工
。
初
代
は
行
光
・

際
政
行
光
牒
一
止
三
年
な
ど
L

切
る
。
二
代
は
行
光
・加

州
藤
原
行
光
文
明
十
六
年
三
月
二
十
一
日

・
際
品
行

光
永
一
正
三
年
な
ど
h
A

切
る
。
三
代
付
行
光
平
政
二
年

後
W'o 

ユ
カ
ハ

湯

河

承

久

三
年
住
地
の
能
管
凶
川
敏

円
録山山
心
掛
に
、
『
湯
河
村
九
段
一
ニ
』
と
記
さ
れ
る
も

の
は
、
後
に
l
一
湯
川
下
湯
川
と
な
っ
た
も
の
で
あ

ら
う
。
ド
湯
川
の
名
は
今
存
せ
ぬ
が
、
鵜
，
仰
が
そ

れ
に
し
川
る
ら
し
い
。

ユ
カ
ハ
デ
ン
エ
モ
ン

湯
川
偲
右
衛
門

初
め
御

歩
よ
り
川
で
、
拠
附
円
仙
同
と
な
り
、
天
明
凶
年
新
知

商
石
を
得
て
三
十
人
間
川
に
巡
み
、
入
年
波
。
子
孫
相

続
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

ユ
カ
ハ
マ
ザ
Z
チ

湯
川
正
路

辺

桝
宗
右
術
門
。

訴
は
正
協
。
手
は
士
郡
山
。
慨
は
南
里
。
本
姓
は
上
回

氏
で
、
見
政
問
年
務
大
夫
前
川
氏
の
茶
博
士
宗
仙
の

残
し
た
後
を
裂
い
だ
も
の
。
引
を
前
記
山
中
州
に
割
問

ひ
、
同
九
年
十
八
厳
に
し
て
似
に
明
倫
堂
句
制
附
と

な
り
、
十
二
年
陥
闘
を
以
て
句
説
附
に
進
み
、
敬
授

四
十
俄
年
、
天
保
九
年
九
且
十
八
日
活
十
九
践
を
以

て
明
日
し
た
。

ユ
キ
ナ
ガ

八
八
三

行
長

m
引咋
榔
AU
阪
の
刊
姓
。
木
姓


